


黄
柴
宗
金
鳳
山
正
法
寺

大

　

　

仏

霞

阜
県
重
要
文
化
と

金
鳳
山
正
法
寺
は
、
京
都
宇
治
黄
栄
山

万
福
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
第
十

一
代
惟
中

和
尚
は
、
歴
代
の
大
地
震
お
よ
び
大
餞
餓

の
災
霊
の
祈
願
を
た
て
、
奈
良
東
大
寺
大

仏
の
聖
徳
を
敬

っ
て
、
こ
こ
に
大
釈
迦
如

来
像
の
建
立
を
は
か
る
。

こ
の
大
仏
は
周
囲

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の

大
イ
チ
ョ
ウ
を
真
柱
と
し
て
、
骨
格
は
木

材
を
も

つ
て
組
み
、
外
部
は
竹
材
に
て
編

み
粘
土
を
ぬ
り

一
切
経
、
阿
弥
陀
経
、
法

華
経
、
観
音
経
な
ど
を
張
り
、
そ
の
上
に

漆
を
施
し
、
金
箔
を
お
い
た
日
本

一
の
乾

漆
仏
で
あ
る
。

惟
中
和
尚
は
、
正
法
寺
の
門
徒
が
少
な

く
各
地
を
托
鉢
し
て
、
遠
く
は
信
越
地
方

ま
で
、
ひ
た
す
ら
に
経
本
の
喜
捨
に
歩
い

た
。
苦
業
二
十
五
年
、
文
化
十
二
年
七
月

二
十
二
日
建
立
な
か
ば
に
し
て
歿
し
た
。

第
十
二
代
肯
宗
和
尚
は
師
の
志
を
よ
く

継
ぎ
、
天
保
三
年
四
月
、
苦
業
十
三
年
二

代
に
わ
た
る
実
に
二
十
八
年
の
歳
月
を
費

し
て
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
大
釈
迦
如
来
像

を
完
成
し
た
。
大
仏
の
開
眼
供
養
に
は
、

尾
州
候
の
使
者
を
賜
わ
り
、
織
田
信
長
の

居
城
以
来
の
盛
儀
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

大
仏
は
像
高

一
三

・
七
メ
ー
ト
ル
、
顔

長
さ
三

・
六
三
メ
ー
ト
ル
、
日
長
さ
〇

・

六
六
メ
ー
ト
ル
、
耳
長
さ
二

。
一
二
メ
ー

ト
ル
、
口
幅

〇

・
七

一
メ
ー
ト
ル
、
鼻
高

さ
○

・
三
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
胎
内
仏
と

し
て
薬
師
如
来
像

（県
重
文
）
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
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